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平成２４年アユ産卵量減少前後の遺伝的多様度の比較 
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１．目 的 

 遺伝的多様度は生物の健全性の一つの指標

であるが、親魚の個体数が減少するとその集

団の遺伝的多様度が低下することが知られて

いる。 

平成 24 年秋の琵琶湖流入河川におけるア

ユ産卵量は、約 7億粒と平年の約 6％であり、

極端に産卵が少ない状況であった。 

アユ産卵量減少に伴い、ボトルネック効果

による遺伝的多様度の低下が懸念されたこと

から、多型の検出感度の高いマイクロサテラ

イト DNA を用いた分析により、産卵量減少前

後のアユの遺伝的多様度を比較した。 

２．方 法 

分析には、産卵量減少前の平成 24 年 6 月に

堅田地先で漁獲されたアユ 60 個体と産卵量

減少後に2世代を経過した平成26年 6月に同

地先で漁獲されたアユ 68 個体を用いた。 

DNA の抽出には、各個体の背部筋肉の一部

を試料として、QIAGEN 社の DNeasy Blood &        

Tissue Kit を用いた。 

 検討したマイクロサテライト DNA 座位は

Pal2～Pal7 の 6 座位（Takagi et al.1999）1）

および Pag014、Pag018、Pag021、Pag040、

Pag047 の 5 座位（Iwata et al.2006）2）の計

11 座位である。PCR は、Pal5、Pal7、Pag014、

Pag018、Pag047 の 5 座位、および Pal2、Pal3、

Pal4、Pal6、Pag021、Pag040 の 6 座位を QIAGEN

社の Type-it を用いたマルチプレックスで行

った。 

増幅した DNAはシーケンサーABI310で泳動

し、アリルサイズの決定は Gene Scan を用い

て目視で行った。 

 遺伝的特徴の解析は、Bottleneck ver1.2. 

02 を用いて、ボトルネックの指標となる

mode-shift および heterozygosity excess を

調べた。 

３．結 果 

両標本集団とも heterozygosity excess は

有意ではなく、mode-shift も認められなかっ

た。すなわち、平成 24 年アユ、平成 26 年ア

ユにおいて産卵量減少に伴うボトルネック効

果による遺伝的多様度の減少は確認されなか

った。 

ただし、ボトルネックの影響が顕著に現れ

るまでには数世代以上かかる場合があるため、

今後も定期的な検証が必要である。 

表１．Bottleneckによる解析結果

サンプル名 サンプル数 符合検定 Wilcoxon検定 アリル

H24 60 0.498 0.577 Normal　L-shaped　

H26 68 0.527 1.000 Normal　L-shaped　

　符合検定とウィルコクソン検定はheterozygosity excessを検定しP 値を表す。

  アリルはmode-shiftが認められない場合Normal L-shapedとなる。
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